
委託訓練活用型デュアルシステム委託訓練活用型デュアルシステム

フリーターや子育て終了後の女性等の職業能力形成機会に恵まれなかった方々に対し、訓練受講
意欲の喚起から専門学校等の民間教育訓練機関での座学訓練、企業等における実習を一貫した形で
講じることで実践的な職業能力を付与し、安定就労への移行を図る。

また、訓練修了後に実習先事業主による実務能力の評価を行うことで就職支援の強化を図る。

① 訓練期間 ： 標準４ヶ月（上限６ヶ月）
② 対 象 者 ： フリーターや子育て終了後の女性等の職業能力形成機会に恵まれなかった者
③ 受講申込 ： ハローワークの職業相談窓口
④ 受 講 料 ： 無料（ただし、テキスト代等は自己負担）
⑤ 訓練内容 ： IT関係、経理事務、営業・販売、医療事務、介護福祉等

２．訓練の概要

１．事業の目的

座 　学
（民間 教育 訓練 機関 ）

●　協力事業所での体験就労、講話等

●　キャリア・シート作成による個人目標の設定

●　グループワーク                                   　 など

３ヶ 月 １～ ３ヶ 月

標 準 ４ヶ 月 （ 上 限 ６ヶ 月 ）

職場 実習
（再 委託 事業 所） 　

就
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座学で習得した知識及び

技能をもとに実践的な能力

の習得・向上を図る。
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母子家庭の母等に対する相談・支援に実績とノウハウを有する民間機関と共同し、母子家庭の母等の

特性に応じた訓練運営マニュアル及びモデルカリキュラムを整備するとともに、当該モデルカリキュラ

ム等を活用した訓練コースを民間機関又は雇用・能力開発機構ポリテクセンター等において実施するこ

とにより、母子家庭の母等の就業促進を図る。

母子家庭の母等を対象とした訓練の整備

連 携
民間機関

（１）モデルカリキュラムの開発（年度前半）

雇用・
能力開
発機構

①マニュアルの整備
・精神的なダメージを負っていることを踏まえた
指導上の配慮・心理的配慮
・話しかけ方、接し方等に対する配慮

②モデルカリキュラムの開発
・訓練ニーズの把握

③適切な訓練の運用
・実施に先立って、委託先の担当者を集め
研修を実施

開
発

（２）職業訓練の実施（年度後半）

（受講料・託児サービスは無料）
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（民間機関又は機構ポリテクセンター等）

託児サービスの提供
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３ヶ月程度

訓練の流れ
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